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「話すこと・聞くこと」について 
□（Ａ）相手や目的に応じ、自分が伝えたいことについて事例などを挙げながら筋道を     

立てて話すことはよく定着しています。 
□（Ｂ）話し合いの参加者として、質問の意図を捉えることや、計画的に話し合うため     

に、司会の役割について捉えることはよく身に付いています。 
「書くこと」について 
□（Ａ）自分の想像したことを物語に表現するために、文章全体の構成の効果を考える     

ことはおおむね定着しています。 
■（Ｂ）目的や意図に応じて、文章全体の構成の効果を考えることはおおむね身に付いて

いますが、正答率からみると全国平均をほんのわずか下回っており、更に力を伸
ばしたい事項です。              ＜「課題及び指導改善に向けて２」参照＞ 

「読むこと」について 
□（Ａ）目的に応じて必要な情報を捉えることはおおむね定着しています。 
□（Ｂ）目的に応じて文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むこ     

とはおおむね身に付いています。 
■（Ａ）登場人物の心情について、情景描写を基に捉えることはおおむね定着しています

が、正答率からみると全国平均をほんのわずか下回っており、更に力を伸ばした
い事項です。                 ＜「課題及び指導改善に向けて１」参照＞ 

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」について 
□（Ａ）日常生活で使われている慣用句の意味を理解し、使うことはよく定着してい     

ます。 
□（Ａ）学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で使うことはおおむね定着し     

ています。 
 

 

１ 調査問題Ａ４（登場人物の心情について、情景描写を基に捉える問題） 

⑴ 課題が見られた問題について 

物語を読んで心に残ったこ
とを一文を取り上げて説明す
る際に、その一文（「草がそ

よぎをとめ、草の穂波の向う
に沈む夕日が、あたり一面を
火の海にしている。」）が心
に残った理由として、適切な
ものを選択する問題です。登
場人物の心情について情景描
写を基に捉える際に、心に残
った文の中に出てきた「火の
海」という言葉から選択肢の
中の「海の激しさ」という言
葉を選択した児童が約２割見

られました。「火の海｣を
「いかりやくやしさ」の比喩
として捉えられず、言葉の類
似性や言葉自体の表すイメー
ジで選んでしまったことが一つの要因だと思われます。 
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⑵ 指導の改善・充実に向けて 

問題で取り上げられた文を読むときに、その文が何を表しているのかを考えて読む

ことが大切です。物語を読むときには、登場人物の心情が暗示されている情景描写を

探したり、その言葉から受ける印象について話し合ったりすることで、登場人物の心

情を想像する力が身に付きます。また、言葉の比較などを通して、語彙を増やすこと

も、想像力豊かに文章を読むことにつながります。 
 

２ 調査問題Ｂ２  ㈠（目的や意図に応じて、文章全体の構成の効果を考える問題） 

 ⑴ 課題が見られた問題について  
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   この問題では「自分の考えの中心を冒頭に位置付けることで、推薦する理由につい

ての相手の理解が明確になるという効果があることを捉えること」が求められます。 

【おすすめする文章】の冒頭〈     の部分〉には、星野さんが伝えたいことが書

かれており、読者の理解を助けているため、選択肢２を選ぶことが正しい答えです。

しかし、〈     の部分〉の中だけを手がかりに、「サラダやあえ物」という複数

の具体例から、選択肢３を選んだと思われる児童が２割強見られました。また、これ

まで読んできた説明文には、冒頭に疑問を呈する文体が多かったことが、１割ほど選

択肢１を選ぶ誤答につながった要因と考えられます。文中や問題文の一部に対して反

応してしまい、全体を読み取れなかったことが根底にあると思われます。 

⑵ 指導の改善・充実に向けて 

文章を書くためにいくつもの情報を集め、メモを活用する際に、目的に応じて並べ

替える力や取捨選択、要約する力が必要です。そのためには全体として何を一番伝え

たいのかを考える中で事実や事柄を明確にすることはもちろん、｢○○だから□□であ

る｣と、理由と結論を関係付けながら全体像を見通していることが大切です。普段から

いろいろな物事に関心をもち、書く場面だけでなく話す場面においても同様の活動を

重ねることが、力を付けていくことにつながります。更に、国語の基礎である言葉を

豊かにしていくことは、文章を正しく理解していくために必要です。多くの文章に触

れることは、場や状況に合った言葉の選択ができるような力を付けることにつながる

と思われます。 

 

 

 


